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承天寺（福岡市博多区博多駅前1）

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
　
㊤

明
治
八
年
、
式
部
小
四
郎
が

大
阪
で
板
垣
退
助
に
会
い
、
帰

福
後
、
矯
志
社
、
強
忍
社
、
堅

志
社
が
誕
生
す
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
西
南
戦
争
当
時
の
福
岡

士
族
の
決
起
へ
、
ひ
い
て
は
玄

洋
社
の
結
成
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
。
『
自
由
党
史
』
で
は
式
部

と
越
知
彦
四
郎
は
愛
国
社
結
成

に
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
会
議
の
参
加
者
の
リ
ス

ト
に
は
式
部
、
越
知
の
名
は
見

出
さ
れ
な
い
。

こ
れ
よ
り
先
、
戊
辰
戦
争
か

ら
凱
旋
し
た
福
岡
士
族
の
中
に

就
義
隊
と
併
心
隊
と
が
生
ま
れ
、

両
者
の
反
目
は
箱
田
六
輔
、
富

川
大
一
郎
ら
の
投
獄
へ
と
至
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
両
者
は
和

解
し
、
こ
の
人
脈
か
ら
福
岡
士

族
の
青
年
指
導
者
た
ち
が
育
っ

て
く
る
。
彼
ら
は
廃
藩
置
県
後
、

人
参
畑
塾
に
高
揚
乱
の
門
を
た

た
く
こ
と
に
な
る
。

（
註
）
　
翻
刻
に
際
し
、
句
読

点
を
付
し
、
濁
点
を
補

い
、
適
宜
段
落
を
設
け

た
。
本
文
中
の
　
（
　
）

は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

誤
字
、
脱
字
そ
の
他
、

石
瀧
に
よ
る
詳
記
は

〔
　
）
　
で
く
く
っ
た
。

同
音
の
漢
字
を
通
用
し

た
場
合
は
詳
記
し
な

か
っ
た
（
例
　
壮
志
〔
壮

士〕）。
◇
　
　
　
　
　
◇

明
治
丁
丑

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
　
上

溝
漣
野
生
編
述

第
二
回

○
武
部
小
四
郎
、
大
坂
会
議

に
臨
み
、
前
参
議
板
垣
退

介
に
面
接
し
て
帰
り
、
地

方
壮
志
の
団
結
を
奨
励
す
。

矯
志
社
、
強
忍
社
、
堅
忍

〔
志
〕
社
の
団
結
成
る
。

倦
て
、
翌
明
治
八
年
の
春
、

板
垣
前
参
議
は
首
と
し
て
関
西

諸
州
大
坂
の
会
同
を
募
集
す
。

そ
の
際
、
武
郎
小
四
郎
は
恰
も

山
総
よ
り
帰
り
来
り
て
、
尚
久

内
国
一
和
し
て
以
て
対
外
宣
武

の
宿
意
を
貫
徹
せ
ん
と
の
集
計

せ
し
こ
と
な
れ
ば
、
夫
の
報
を

耳
に
し
、
即
ち
成
〔
盛
〕
装
し

て
登
阪
、
板
垣
氏
に
面
接
し
、

其
民
権
拡
張
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

又
、
地
方
人
民
は
連
絡
せ
ざ
る

可
か
ら
す
と
の
論
旨
の
在
る
所

を
深
く
賛
同
な
し
、
且
つ
同
年

八
月
に
は
愛
国
社
を
東
京
に
開

設
し
て
、
全
国
協
同
、
一
致
和

合
し
て
以
て
事
を
為
す
可
と
の

企
図
を
も
喜
び
、
武
部
は
帰
り

来
り
て
、
同
志
越
知
彦
四
郎
、

箱
田
六
輔
、
宮
川
太
一
郎
等
の

一
累
と
謀
り
て
、
青
年
者
の
士

気
を
養
成
し
、
其
団
結
、
社
を

創
設
せ
ん
事
に
一
意
奨
勧
誘
液

に
打
か
ゝ
り
、
於
是
乎
、
矯
志
社
、

強
忍
社
、
堅
忍
〔
志
〕
社
の
三
団

体
は
自
ら
団
結
せ
ら
れ
け
り
。

又
式
部
は
意
を
決
し
て
東
上
、

愛
国
社
の
会
同
に
臨
ん
と
支
度

し
っ
ゝ
あ
り
し
か
、
忽
ち
板
垣
氏

が
参
議
に
復
任
せ
る
と
の
東
伝

〔
電
力
〕
に
接
す
。
武
郎
は
嘆
じ

て
白
く
、
嗟
乎
々
々
止
め
ん
笑
。

天
下
の
事
は
人
に
よ
り
て
成
汁

べ
き
に
非
ず
。
自
ら
謀
る
に
如

じ
と
て
そ
の
東
上
を
止
め
、
爾

来
家
に
在
り
て
其
宿
意
を
貫
徹

せ
し
め
ん
事
に
昼
夜
汲
々
た
り
き
。

穀
に
、
遡
り
て
三
園
社
が
結

合
せ
し
そ
れ
の
因
縁
を
討
た
ん

に
、
惟
時
明
治
二
年
の
秋
に
あ

り
て
、
就
義
隊
の
壮
士
連
、
箱

田
六
輔
、
有
田
俊
郎
、
渡
辺
五

郎
等
は
時
事
に
感
づ
る
所
あ
り
。

同
志
の
一
累
と
共
に
博
多
妙
薬

寺
に
屯
楽
し
、
文
を
修
め
武
を

講
じ
、
志
気
を
琢
磨
す
る
の
名

義
な
り
し
も
、
其
挙
動
た
る
や
、

酒
楼
任
侠
に
流
れ
、
兎
狩
に
事

よ
せ
て
山
野
詑
駆
馳
し
、
其
挙

動
た
り
や
、
動
も
す
れ
ば
軽
操

に
奔
り
し
は
其
場
の
勢
、
免
る

べ
か
ら
ざ
る
事
態
た
り
。

又
一
方
に
於
て
は
宮
川
太
一

郎
、
西
川
貞
次
郎
等
が
首
唱
し

て
、
併
心
隊
の
同
志
青
年
を
、

同
じ
く
承
天
寺
に
屯
集
し
て
、

同
じ
く
時
事
に
感
じ
て
当
時
勢

に
為
す
事
あ
る
べ
き
余
地
を
集

か
ん
と
の
団
結
を
打
創
む
。
然

し
て
其
動
静
た
る
や
、
極
め
て

突
詰
穏
隼
心
を
主
義
を
執
り
し

な
り
。之

を
要
す
る
に
、
拘
〈
是
れ

事
に
悲
触
し
て
九
州
男
児
の
心

胆
を
練
ひ
、
以
て
時
勢
に
応
ち

ん
と
す
る
の
精
神
上
よ
り
出
し

は
同
一
な
り
し
と
は
艶
ど
も
、

其
挙
動
の
活
澱
と
温
静
と
の
異

な
る
所
よ
り
し
て
、
双
方
の
旨

趣
動
も
す
れ
ば
衝
突
し
、
各
自

其
精
神
の
潜
る
所
は
勢
奮
抗
格

闘
々
気
を
起
し
、
既
に
宮
川
等

が
同
類
牧
文
蔵
（
博
多
瓦
町
の

住
人
な
り
）
　
は
箱
田
等
が
同
志

よ
り
何
か
一
条
の
口
論
よ
り
、

散
々
に
殴
打
せ
ち
る
ゝ
の
み
か
、

侃
刀
ま
で
打
折
ら
れ
、
令
事
々

返
り
帰
り
て
彼
等
が
暴
状
を
白

す
。
依
て
清
川
等
は
直
ち
に
其

屯
集
所
に
抵
り
て
、
箱
田
等
に

面
接
、
詰
問
せ
し
も
、
彼
方
に

於
て
も
典
故
あ
り
。
抗
論
竃
も

屈
せ
ざ
り
し
か
ば
、
双
方
忽
ち

激
讐
し
て
殆
ん
ど
格
闘
せ
ん
と

す
る
の
勢
と
は
打
変
ん
じ
、
併

心
隊
の
方
に
於
て
は
、
数
把
の

焼
革
を
集
め
、
焼
打
せ
ん
と
の

準
備
を
志
せ
ば
、
就
義
隊
の
壮

士
に
於
て
は
、
敵
寄
来
り
て
放

火
せ
ん
か
、
此
方
に
於
て
は
そ

の
相
手
と
な
り
て
腕
力
も
て
決

闘
せ
ん
と
て
各
皆
を
揮
て
待
ち

か
け
た
り
。

其
警
報
藩
更
が
聞
く
所
と
な

り
て
、
各
個
の
屯
集
場
を
取
囲

み
、
箱
田
六
輔
、
有
田
俊
郎
、

渡
辺
五
郎
、
富
川
太
一
郎
、
西

川
員
次
郎
等
を
召
捕
り
、
集
合

の
解
散
を
厳
命
し
た
り
。
是
即

ち
明
治
二
年
十
月
莱
日
の
出
辣

事
に
て
、
典
薬
囚
者
は
其
罪
糾

鞠
し
て
罪
科
を
宣
告
し
、
箱
田

六
輔
は
姫
島
へ
、
有
田
俊
郎
は

小
呂
島
へ
、
渡
辺
五
郎
は
大
島

へ
流
窺
、
宮
川
太
一
郎
、
西
川

貞
次
郎
へ
は
侃
刀
を
取
上
げ
、

彿
禍
を
禁
じ
、
爾
後
博
多
大
賀

の
空
屋
敷
よ
り
、
荒
戸
谷
町
旧

源
光
晴
跡
の
仮
檻
合
に
召
込
ま

れ
し
か
、
大
凡
八
ケ
月
計
り
し

て
其
罪
を
赦
し
家
に
帰
る
。
夫

れ
と
同
時
に
箱
田
、
有
田
、
渡

辺
の
二
名
も
同
じ
く
赦
罪
せ
ら

れ
て
流
島
よ
り
帰
家
す
。
そ
れ

の
一
累
は
福
岡
表
に
於
て
再
会

し
、
酒
を
酌
ん
で
旧
談
を
変
へ
、

夫
れ
よ
り
一
層
親
密
釧
顕
の
交

を
盟
結
す
る
に
至
り
げ
ろ
。

筆
者
紹
介
　
昭
和
二
十
四
年
福

岡
市
柳
原
に
生
ま
れ
る
。
佐
賀

大
学
理
工
学
部
物
理
学
科
中
退
。

筑
紫
野
市
史
編
さ
ん
室
勤
務
。

福
岡
教
育
大
学
講
師
（
非
常

勤
）
。
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
研

究
員
。
福
岡
地
方
史
研
究
会
・
福

岡
部
落
史
研
究
会
・
明
治
維
新

史
学
会
・
教
育
史
学
会
に
所
属
。

近
代
政
治
史
専
攻
。
著
書
『
玄
洋

社
発
掘
』
（
西
日
本
新
聞
社
）
。
共

著
『
筑
前
竹
槍
」
揆
論
』
『
福
岡

歴
史
探
検
』
（
い
ず
れ
も
海
鳥

社
）
、
他
に
『
須
恵
町
誌
岩
志
免

町
請
書
粕
屋
町
誌
』
な
ど
。


